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→ 募集要項は本紙P.4をチェック！ 

！ 

発行元 ： 熊本大学附属図書館 

図書館公認キャラクター 

くまぽん 
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・館長あいさつ P.2 

・図書館TA紹介 P.2 

・附属図書館の紹介 P.3 

・東光原文学賞 募集要項 P.4 

・図書館のできごと P.4 

・お知らせ：文献検索講習動画 公開 P.4 



（  ）は学部時代の専攻分野 

これまでの質問をいくつか紹介します 

  

 

 

 

図書館TAのInstagram 

@kumadai_lib_ta   

図書館TAのX（旧Twitter） 

＠KumadaiLibTA  

 

Ｑ.メール設定の方法がわからない？ 
Ａ．情報統括センターのホームページを確認しながら一緒に設定した 

 
Ｑ.レポートで何を書けばよい？ 
Ａ．相談者が関心のあるテーマを中心に新聞記事などを通して、 

取り組みやすい具体的な事例に触れることを伝えた 
 
Ｑ.論文の調べ方がわからない？ 

Ａ．図書館で利用できるデータベースの紹介をした 

レポート作成・学修方法・文献の探し方に関するアドバイスや留学生をサポートするサービスを提供している 
大学院生スタッフで、様々な専攻の学生がいます。平日16：00～19：00（授業期のみ） 

中央館1階ラーニングコモンズ：HigoBank Learning Commonsに常駐しています。 

上野 裕美 

社会文化科学教育部 

（教育学部 音楽科） 

中山 春佳 

社会文化科学教育部 

（法学部 労働法） 

ヒョウ シツケイ 

自然科学教育部 

(工学部 材料・応用 化学) 

梅木 久美日 

教職大学院 

（教育学部 美術） 

信川 勇輝 

社会文化科学教育部 

（文学部 西洋史） 

 2025年4月1日からの2年間、熊本大学附属図書館長を務めることになりました、大学院先端

科学研究部(理学系)の高野博嘉です。専門は、植物細胞学で、光合成を行う細胞小器官である

葉緑体の分裂・増殖機構を研究しています。私、子供の頃から本が好きで、高校時代の小遣いは

ほぼ本に消えていました。本を見るだけでも好きで、友達との待ち合わせは本屋で、大学生の時

は本屋でアルバイトもしていました。当時の下宿近くの東京の中央本線阿佐ヶ谷駅前の本屋で

すが、Google mapで探してみたところ、もう無くなっているようです。残念。と書きつつも、エッ

セイは別にして、最近は数名のお気に入りの作家以外については、小説をあまり読まなくなりまし

た。というのも、生物学の論文の中に、事実は小説より奇なり、を実感するような発見が一杯ある

からで、もっぱら論文を読んで楽しんでいます。 

熊本大学附属図書館長 高野博嘉 

 さて、私事はさておき、図書館の紹介をしましょう。熊本大学附属図書館のメインの建物は黒髪北地区にあります。街中から県道337号を辿り、

旧第五高等中学校の表門で、通称「赤門」と呼ばれている門を入り、道なりに右手に進んでいくと、ガラスで覆われた大きな建物が見えてきます。

これが、ひご未来図書館(中央館)です。熊大の学生さんであれば、学生証で入館できます。ふらっ、と入りたくなったら、ぜひ一度入ってみてくだ

さい。ゲートに学生証をタッチして中に入ると、新着雑誌コーナーがあります。ロビーで小さな展示をしている場合もあります。雑誌コーナーの後

方はラーニングコモンズというスペースで、中央にアクティブエリアが広がっています。ここは、仲間たちと議論できる場所で、講義等のレポートを

数名であれやこれや言いながら仕上げることも可能です。ラーニングコモンズには、プロジェクターが設置され、プレゼンテーションを映しながら

議論できるグループ学修室や、レポートの作成等ができるPCコーナーもあります。 

 ラーニングコモンズから離れた1階の南棟や本館2階は、書棚と閲覧席のある、一般的な図書館のイメージに近い場所となります。静かに本を読

んだり、一人で勉強したりしましょう。2階の奥には、スーパーサイレントルームもあるので、小さな声でも気になる、という人は、そちらを利用する

のが良いでしょう。私が大学生だった40年ほど前の図書館には、ラーニングコモンズのような場所はなく、書棚と閲覧室の図書館でした。静謐な

感じのする図書館が好きで講義の空き時間にはよく行っていました。附属図書館で棚卸しのアルバイトをしたことも良い思い出です。その時は、

まさか、自分が大学の附属図書館の館長になるとは思ってもいませんでした。図書館では、勿論、本を借りることもできます。講義関連図書を蔵

書検索で調べて、お目当ての本だけを借りることもできますが、書棚をぼーっと眺めつつ、目についた本を借りてみる、という手もあります。それ

が、新たな出会いとなるかもしれません。 

 大学附属図書館には、教育・学修支援の他にも重要なミッションがあります。一つ目は、知の集積所として学術情報を収集・蓄積するとともに、

それらを社会に還元することです。附属図書館では、令和7年4月に貴重資料デジタルアーカイブを新たに公開しました。毎年行っている貴重資

料展も続けていく予定です。二つ目は、研究支援活動として、学術雑誌の電子ジャーナルやデータベース等の安定的かつ継続的な利用を可能と

していくことで、オープンサイエンスの推進も重要な課題です。これらについても、図書館をあげて取り組んでいきますので、ぜひ皆さまのご協力

をよろしくお願い申し上げます。  
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館長あいさつ 

令和７年度 図書館TA紹介 Teaching Assistant 



 
ひご未来図書館 黒髪地区の学生・教職員へのサービスを行うとともに、中央図書館として全学の 

構成員へのサービスを行っています。 

蔵書構成は全分野にわたり、阿蘇家文書をはじめとする貴重資料も所蔵しています。 

開館時間(通常期) 

平日:8:40～22:00 

土日休日:12:00～18:00 

※試験･休業期は変動あり。 

HPをご確認ください。 

中央館では、所定のエリアでの 

水分補給を認めています 

リフレッシュルーム

に限り、食事も可能

です（軽食のみ） 

詳しいルールはこちらからご確認ください→ 

飲まない時は､ 

カバンの中に 

入れましょう 

(中央館) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

職員が定期的に見回りしていま

す。 
 

医学系分館 医学系の資料に特化した図書館で、主に本荘地区の 

学生・教職員・病院職員へのサービスを行っています。 

グループ学修室A（１階）とB(２階)があり、２名から 

利用可能です。空きがあれば当日でも使用できます。 

１階のラーニングコモンズはテーブル・椅子を自由に 

組み合わせて使用可能です。ソファ席もあります。 

菊池恵楓園絵画クラブ金陽会作品展～ハンセン病をこころで学ぶ2025～ 

２０２５年６月１２日（木）～１８日（水）に医学系分館で開催されました。 

今回展示された２４点の絵画との対話を通じ、ハンセン病についてこころで学ぶ機会

になれば、と開催されました。 

医学部生だけでなく、一般の方含めさまざまな方々にご来場いただきました。 

作品の保存活動に取り組む学芸員の方に、展示されている作品にまつわる心に響く

エピソード等を解説していただき、来場者はそれぞれに作品を鑑賞されていました。 

職員が定期的に見回りしています。 

不明な点はお尋ねください！ 

 薬学部分館 薬学系の資料を集めた専門図書館で、主に大江地区の学生、教職員へのサービスを行っています。 

2階が閲覧室で学修スペースと新着開架図書およびPCコーナーがあります。1階は可動式の集密書架が 

置かれ書庫として活用しています。 

開館時間 

平日： 9：00 - 17：00 

土日休日： 閉館 

 

2025年7月1日現在 

◆3年生以上で研究室に所属する学生は、土日休日を含む時間外の利用（24時間）が可能です。 

黒髪キャンパス 

大江キャンパス 

本荘キャンパス北地区 
医学教育図書棟 

開館時間（通常期） 
平日：9：00-21：00 
土日休日：12：00-18：00 
 
グループ学修室利用時間
（通常時） 
平日：9：00-20：30 
土日休日：12：00-17：30 
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令和７年度文献検索講習 

動画を公開しています！ 

（学内者限定） 

【コンテンツ】 

・日本語論文（動画）2025  [45分] 
...日本語論文の探し方をレクチャー！ 

・英語論文（動画）2025  [35分] 
...英語論文の探し方をレクチャー！ 

【アクセス方法】 

Moodle 

> 図書館オンライン講習会(2025年度) 

ぜひ学修に役立ててください！！ 

『東光原文学賞』とは ・・・  
東光原文学賞は、熊大生の言語力向上と創造性豊かな学生の育成、さらに地域社会における文学・文化活動の中核となる人材輩出等を目的に平成

20年度にスタートしました。旧制第五高等学校時代、現在のひご未来図書館(中央館)の敷地一帯が“東光原(とうこうげん)”と称する運動場であったことが
名前の由来です。 

過去の受賞作品は図書館HPで読むことができ、冊子も図書館内で無料配布しています。あなたも漱石先生を目指してみませんか？ 

  
■応募対象：熊本大学学生（大学院生、留学生を含む） 

■ジャンル：小説（日本語）※未発表の作品かつ１人１篇 の応募とします。 

■字数： 400字詰め原稿用紙30～60枚程度<12,000字～24,000字程度> 

■応募締切：2025年11月6日(木) 17時 必着 

■受賞作品の公開：『東光原文学賞作品集』冊子発行(３月予定) 及び 

附属図書館HPで公開 

★詳細は 附属図書館HP「募集要項」をご覧ください。 

https://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/news/6982 

※ChatGPT等のAIに執筆・校閲させた小説は選考外 

＜問合せ先＞ 熊本大学附属図書館 

〒860-8555 熊本市中央区黒髪２丁目40番１号 

   Tel : 096-342-2212 

   E-mail : gp-tosho-bungaku＠jimu.kumamoto-u.ac.jp  

 

 ★ 学長賞 １篇  賞状及び副賞 

（図書カード 10万円分）  

★ 附属図書館長賞３篇 賞状及び副賞 

（図書カード 3万円分） 
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図書館のできごと（2025.4～2025.6） 

期 間 事  項 

 3月下旬～7月上旬 ロビー展示「新入生応援、大学生活スタートブック2025」開催 

 3/24～5/30 ロビー展示「LGBTQ＋ブックフェア」開催(ひご未来図書館(中央館)) 

 4/1～ 高野博嘉 新附属図書館長就任 

 4/1～ オープンアクセス推進に係る論文掲載料支援制度Elsevier分開始 

 4/21～4/24 前期第1回 図書館TAによるセミナー開催 

 4/22 Web of Scienceオンライン講習会開催 

 4/24～8/8 謎解きイベント「くまぽんからの挑戦状」開催(ひご未来図書館(中央館)) 

 5/14～5/28 令和7年度前期 文献検索講習会の開催（Zoom及び対面） 

 5/22～5/23 前期第2回 図書館TAによるセミナー開催 

 5/28～6/27 前期 学生選書員募集開始（選書ツアー日：7/2)（選書期間：6/30～7/11) 

 6/4 第1回附属図書館運営委員会 

 6/4 第1回医学系分館運営委員会 

 6/12～6/16 第1回薬学部分館運営委員会（書面会議） 

 6/12～6/18 菊池恵楓園絵画クラブ金陽会作品展開催（医学系分館） 

 6/14～6/20 施設内環境整備(燻蒸)に伴うひご未来図書館(中央館)地下書庫の利用制限 

 6/16 CAS SciFinderオンライン利用説明会開催（Zoom） 

●結果発表/表彰式 

2026年1月16日(金) 

10：30～ 

第18回熊本大学『東光原文学賞』募集要項 

お知らせ 

× ― 

たくさんの応募をお待ちしています♪ 

New! 


